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ニ
セ
コ
町
は
羊
蹄
山
な
ど
の

山
々
を
眺
望
で
き
る
絶
景
の
地
で

あ
り
、
ま
た
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
国
道
と

道
道
が
交
差
し
、
広
域
的
な
集
客

力
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
振
興
の
核
施
設
と
し
て
平
成
９

年
、
道
の
駅
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ

ザ
を
整
備
し
た
。

【
施
設
の
概
要
】

●
道
の
駅
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ

・
建
設
費　

２
億
２
３
６
８
万
円

・
維
持
管
理
費　

１
７
９
７
万
円

・
営
業
時
間　

年
中
無
休　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

●
農
産
物
直
売
所

・
売
上　
　

２
億
９
０
０
０
万
円

　

（
平
成
28
年
度
見
込
み
）

・
会
員
68
名
が
販
売
活
動
を
行
い
、

売
上
12
％
が
経
費
と
な
る

14

【
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】

　

ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
は
、
ニ

セ
コ
町
の
情
報
発
信
基
地
、
地
域

産
業
の
活
性
化
、
地
域
振
興
の
核

施
設
と
し
て
、
情
報
プ
ラ
ザ
と
特

産
品
の
販
売
、
食
を
提
供
す
る
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
棟
を
メ
イ
ン
に

ト
イ
レ
及
び
駐
車
場
を
町
が
整
備

し
、
全
国
で
初
め
て
株
式
会
社
化

さ
れ
た
株
式
会
社
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー

ト
観
光
協
会
が
管
理
運
営
を
委
託

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
数
は
、
50
万
人
か
ら

70
万
人
の
間
で
推
移
し
て
い
ま
す

が
、
８
割
は
札
幌
圏
か
ら
で
あ
り
、

町
民
は
１
割
程
度
で
す
。

　総務福祉・産業文教常任委員会の合同道内行政

調査（１０月２６～２８日）の報告が第４回定例

会において行われました。

（掲載内容は報告書を要約したものです。）

議会ニュース議会ニュース

生産者の紹介文が設置された農産物直売所

道
の
駅
の
運
営
と
生
産
者
の

顔
の
見
え
る
農
産
物
直
売
所

　

ニ
セ
コ
町
の
農
家
戸
数
１
８
０

戸
の
内
、
60
戸
が
直
売
所
に
登
録

し
、
年
間
１
０
０
０
万
円
の
売
上

を
誇
る
農
家
も
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

直
売
所
の
出
店
数
増
加
に
伴

い
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
、
バ
ー
コ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
、
こ
れ
だ
す
シ
ス
テ

ム
、
直
売
所
総
合
販
売
管
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
農
家
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
情
報
を
提
供
し
、
生

産
者
の
意
欲
向
上
に
繋
げ
て
い
ま

す
。

　

地
域
観
光
地
の
発
信
場
所
、
農

産
物
直
販
を
通
し
て
、
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
責
任
、
新
た
な
産
品

の
掘
り
出
し
な
ど
生
産
活
性
化
を

導
く
、
一
つ
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

本
町
に
お
い
て
も
関
係
団
体
と
と

も
に
、
地
元
生
産
物
の
直
売
な
ど

も
含
め
、
一
層
の
観
光
・
情
報
発

信
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
行
く
べ

き
と
思
わ
れ
ま
す
。

　　・総務福祉・産業文教常任委員会

　　　合同道内行政調査報告①

ログハウスの中で民宿運営の説明を受ける

　

余
市
町
は
近
隣
の
仁
木
町
と
と

も
に
果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
エ
リ
ア

で
あ
り
、
様
々
な
観
光
果
樹
園
や

加
工
品
販
売
店
が
立
ち
並
ん
で
い

る
。
そ
の
中
で
、
宮
野
安
民
（
や

す
ひ
と
）
さ
ん
、
秀
子
さ
ん
夫
妻

が
果
樹
栽
培
を
営
む
傍
ら
、
農
家

民
宿
（
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
）
ま
る

ま
っ
た
フ
ァ
ー
ム
21
を
運
営
し
て

い
る
。
ま
る
ま
っ
た
フ
ァ
ー
ム
21

は
、
平
成
11
年
に
余
市
町
の
山
間

に
、
後
志
地
域
で
最
初
の
農
家
民

宿
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

【
施
設
の
概
要
】

●
ま
る
ま
っ
た
フ
ァ
ー
ム
21

・
宿
泊
（
１
泊
２
食
：
税
別
）

大
人　

６
０
０
０
円

子
供　

４
２
０
０
円

・
１
日
１
グ
ル
ー
プ
10
人
ま
で

・
３
階
建
て
ロ
グ
ハ
ウ
ス　

・
果
樹
オ
ー
ナ
ー
制
度
も
実
施

15

【
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】

　

気
候
風
土
に
適
し
た
果
樹
園
、

観
光
地
で
の
事
業
運
営
で
、
こ
の

場
所
で
何
が
で
き
る
の
か
と
の

発
想
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
果
樹
は
な

い
も
の
の
、
農
産
物
、
酪
農
、
漁

業
な
ど
に
お
い
て
の
可
能
性
に
着

目
し
、
一
考
す
る
べ
き
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

議会ニュース議会ニュース

果
樹
栽
培
の
町
の

農
家
民
宿
（
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
）

　　・総務福祉・産業文教常任委員会

　　　合同道内行政調査報告②

人口　4,938 人
（平成 28 年 9 月末）

面積　197.13㎢

人口　4,938 人

人口　19,698 人
（平成 28 年 9 月末）

面積　140.59㎢

人口　19,698 人

　

道
央
、
空
知
地
方
の
中
心
部
、

石
狩
平
野
の
や
や
北
部
に
位
置

し
、
札
幌
市
ま
で
68
㎞
、
旭
川
市

ま
で
68
・
８
㎞
の
距
離
で
結
ば
れ
、

生
活
環
境
、
企
業
立
地
な
ど
の
面

で
も
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

昭
和
48
年
の
炭
鉱
閉
山
後
は
、

農
業
と
工
業
を
中
心
に
発
展
を
し

て
き
た
。
農
業
は
米
を
主
産
品
と

し
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
農
産
物
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

「
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
」
を
標

榜
し
て
お
り
、
町
立
病
院
と
開
業

医
と
の
病
診
連
携
、
高
齢
者
福
祉

政
策
、
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
の

政
策
の
他
、
現
在
は
子
育
て
複
合

支
援
施
設
の
設
置
や
、
18
歳
未
満

の
医
療
費
無
料
化
な
ど
、
子
育
て

支
援
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

【
施
設
の
概
要
】

●
老
人
総
合
福
祉
施
設

　

や
す
ら
ぎ
の
家

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
は
じ

め
と
し
た
多
目
的
な
老
人
総
合

老
人
総
合
福
祉
施
設
と

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

明るく広々としたやすらぎの家を視察する

福
祉
施
設

・
開
所　
　

平
成
８
年
７
月
15
日

・
事
業
費　

２
億
２
３
６
８
万
円

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
養
）

　

入
所
定
員　
　
　
　
　
　

50
名

・
短
期
入
所
生
活
介
護

　

入
所
定
員　
　
　
　
　
　

10
名

・
通
所
介
護

　

１
日
利
用
定
員　
　
　
　

20
名

◎
入
所
者
の
居
住
空
間
を
大
切
に

す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
個
室

に
し
、
各
部
屋
に
ト
イ
レ
・
洗

面
所
を
設
置
し
て
い
る
。

◎
奈
井
江
医
歯
会
の
協
力
の
も

と
、
か
か
り
つ
け
医
師
の
診
療

を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
取
り

入
れ
て
い
る
。

●
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

ひ
だ
ま
り

・
概
ね
60
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

や
夫
婦
の
方
が
、
安
心
し
て
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
施
設

・
入
居　
　

平
成
11
年
12
月
１
日

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
造
、
地
上
１
階

・
定
員　
　
　
　
　
　
　
　

20
人

・
居
室

　

単
身
者
向
け
12
室　
　
　

32
㎡

　

夫
婦
向
け　

４
室　

44
～
49
㎡

・
施
設
利
用
料
（
月
額
）

　

<

管
理
費>

　

単
身
者　
　
　

１
万
２
８
５
円

　

夫
婦　
　
　

１
万
５
４
２
８
円

　

<

事
務
費>　
　
　

収
入
に
よ
る

　

※
１
２
０
万
円
以
下
は
０
円

　

※
電
気
料
・
食
費
は
個
人
負
担

◎
要
介
護
１
の
方
も
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で

入
居
可
と
し
て
い
る
。

◎
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
た
り
、
近

隣
の
町
の
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
入
居
者
も

い
る
。

【
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】

　

町
の
地
域
性
も
あ
り
、
医
療
機

関
施
設
や
医
師
の
協
力
が
得
ら

れ
、
老
人
福
祉
施
設
の
充
実
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

や
す
ら
ぎ
の
家
の
施
設
は
、
明

る
く
広
々
と
し
て
お
り
、
居
室
も

１
人
用
と
２
人
用
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

入
居
者
の
効
率
化
に
つ
い
て
も
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町
を
応
援
し
、
成
長
に
貢
献
し

て
い
る
と
受
け
取
っ
て
も
ら
う

仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
た
。

●
写
真
の
町

・
昭
和
60
年
に
写
真
の
町
宣
言

・
東
川
賞
の
授
賞
、
国
際
写
真
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
写
真
を
通

じ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

・
定
住
人
口
、
交
流
人
口
が
増
加

◎
非
日
常
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
、
日

常
的
な
地
域
づ
く
り
で
、
町
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
町
の
活

性
化
を
図
っ
た
。

【
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】

　

株
主
制
度
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
ま

す
が
、
返
礼
品
目
当
て
の
寄
付
集

め
で
は
な
く
、
株
主
（
寄
付
者
）

が
東
川
町
の
地
域
づ
く
り
に
関
わ

る
制
度
に
な
っ
て
お
り
、
交
流
人

口
を
増
や
す
と
と
も
に
、
移
住
へ

と
つ
な
が
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

写
真
の
町
に
つ
い
て
も
、
「
町

民
が
参
加
し
、
後
世
に
残
し
得
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
根
底
に
、
こ
れ

も
定
住
・
交
流
人
口
の
増
加
、
写

真
関
係
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広

が
り
、
町
の
知
名
度
の
向
上
が
図

ら
れ
、
町
民
、
関
係
者
、
企
業
そ

し
て
社
会
と
よ
り
よ
い
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
り
、

東川町の事業について説明を受ける
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北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
旭
川
市
中
心
部
か
ら
13
㎞
、

旭
川
空
港
か
ら
７
㎞
の
位
置
に
あ

る
。
東
部
は
山
岳
地
帯
で
、
大
規

模
な
森
林
地
域
を
形
成
し
て
い

る
。
日
本
最
大
の
自
然
公
園
「
大

雪
山
国
立
公
園
」
の
一
部
と
な
っ

て
お
り
、
旭
岳
や
羽
衣
の
滝
の
他
、

旭
岳
温
泉
、
天
人
峡
温
泉
な
ど
に

年
間
１
０
０
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
る
町
で
も
あ
る
。

【
事
業
の
概
要
】

●
ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度

・
平
成
20
年
に
開
始

・
寄
付
に
よ
っ
て
株
主
と
な
り
町

づ
く
り
に
参
加
す
る
制
度

・
株
主
は
特
産
物
の
返
礼
品
の
他
、

公
共
施
設
の
優
待
利
用
な
ど
の

特
典
が
得
ら
れ
る

・
投
資
実
績　
　

９
８
２
７
万
円

　

（
平
成
27
年
度
）

・
株
主
数　
　

１
万
１
０
７
０
人

◎
制
度
名
称
に
「
納
税
」
を
使
わ

ず
株
主
制
度
と
し
、
自
主
的
に

ま
ち
を
元
気
に
す
る
事
業

「
株
主
制
度
」「
写
真
の
町
」

議会ニュース議会ニュース

　　・総務福祉・産業文教常任委員会

　　　合同道内行政調査報告③

写
真
と
い
う
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
「
自
然
」
「
文
化
」
「
人
と
人

の
出
会
い
」
を
大
切
に
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
町
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
職
員

の
意
識
改
革
を
図
る
と
と
も
に
、

町
民
の
意
見
や
柔
軟
な
発
想
の
も

と
、
積
極
的
に
町
内
外
へ
情
報
発

信
し
、
美
し
い
大
地
と
豊
か
な
暮

ら
し
が
あ
る
町
を
目
指
す
取
り
組

み
は
、
本
町
も
参
考
と
す
べ
き
と

思
わ
れ
ま
す
。

人口　5,664 人
（平成 28 年 9 月末）

面積　88.19㎢

人口　5,664 人

人口　8,092 人
（平成 28 年 9 月末）

面積　247.30㎢

人口　8,092 人

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
の
持

ち
出
し
比
率
が
高
い
状
態
で
、
近

い
将
来
、
民
間
委
託
運
営
も
検
討

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
町
の
現
状
に
お
い
て
も
医
療

面
、
施
設
が
町
民
福
祉
、
老
人
福

祉
の
要
望
に
十
分
な
対
応
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の

政
策
に
つ
い
て
、
財
政
面
、
要
望

な
ど
と
の
均
衡
の
と
れ
た
福
祉
政

策
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

ひだまりの居室を視察する
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　　　　・委員会レポート①

議会ニュース議会ニュース

■
11
月
14
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

（
現
地
調
査
）

　

①
サ
ロ
マ
斎
場
火
葬
炉
耐
火
物

　
　

張
替
工
事
・
非
常
用
発
電
設

　
　

備
設
置
工
事
・
屋
根
改
修
工

　
　

事

　

②
町
有
建
物
解
体
撤
去
工
事

　
　

（
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
住
宅
）

　

③
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
駐
車
場

　
　

整
備
工
事

■
12
月
２
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

①
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に

　
　

つ
い
て

　

②
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

　

③
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　
　

部
改
正
に
つ
い
て

　

④
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　
　

て

■
12
月
14
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

①
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

　
　

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意

　
　

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

②
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
経
営
支
援

　
　

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

　
　

つ
い
て

　

③
「
高
額
療
養
費
」
「
後
期
高

　
　

齢
者
の
窓
口
負
担
」
の
見
直

　
　

し
に
あ
た
り
、
現
行
制
度
の

　
　

継
続
を
求
め
る
意
見
書
の
提

　
　

出
に
つ
い
て

　

④
国
に
よ
る
子
ど
も
医
療
費
無

　
　

料
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

解
体
予
定
の

町
有
建
物
を
視
察

■
11
月
14
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

（
現
地
調
査
）

　

①
佐
呂
間
小
学
校
玄
関
・
プ
レ

　
　

イ
ル
ー
ム
等
改
修
工
事

　

②
災
害
復
旧
事
業
（
富
武
士
知

　
　

来
間
道
路
・
浜
佐
呂
間
零
号

佐
呂
間
小
学
校
を
視
察

小学校の玄関を確認する産業文教常任委員

　
　

線
道
路
・
イ
ワ
シ
ュ
ケ
コ
マ

　
　

ナ
イ
川
）

　

③
町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

　

④
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
駐
車
場

　
　

整
備
工
事

■
12
月
１
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

①
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

　
　

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
　

い
て

　

②
農
業
振
興
条
例
の
一
部
改
正

　
　

に
つ
い
て

　

③
農
業
後
継
者
育
成
支
援
対
策

　
　

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

④
除
雪
体
制
見
直
し
に
伴
う

　
　

シ
ョ
ベ
ル
借
上
に
つ
い
て

　

⑤
平
成
28
年
度
公
共
土
木
施
設

　
　

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

28
年
11
月
～

29
年
１
月

産
業
文
教常

任
委
員
会

総
務
福
祉常

任
委
員
会

解体前の建物を視察する総務福祉常任委員

　
　

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

⑤
国
民
健
康
保
険
療
養
費
国
庫

　
　

負
担
金
の
調
整
（
減
額
）
廃

　
　

止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
　

に
つ
い
て

　

⑥
全
国
規
模
の
総
合
的
な
ア
イ

　
　

ヌ
政
策
の
根
拠
と
な
る
新
た

　
　

な
法
律
の
早
期
制
定
を
求
め

　
　

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

⑦
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

　
　

の
実
現
と
夜
勤
交
替
制
労
働

　
　

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の

　
　

提
出
に
つ
い
て
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■
11
月
14
日

◎
議
会
活
性
化
に
つ
い
て

　

①
一
般
質
問
の
あ
り
方
に
つ
い

　
　

て

　

②
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
　

に
つ
い
て

　

③
議
場
中
継
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
　

に
つ
い
て

　

④
※

議
会
基
本
条
例
等
の
制
定

　
　

に
つ
い
て

■
11
月
24
日

◎
第
３
回
臨
時
会
運
営
に
つ
い
て

　

①
議
案
の
提
出
状
況
及
び
概
要

　
　

説
明

　

②
議
案
等
の
取
扱
に
つ
い
て

　

③
会
期
及
び
議
事
日
程
に
つ
い

　
　

て

■
12
月
１
日

◎
議
会
活
性
化
に
つ
い
て

　

①
一
般
質
問
の
あ
り
方
に
つ
い

　
　

て

　

②
議
会
基
本
条
例
等
の
制
定
に

　
　

つ
い
て

■
12
月
13
日

◎
第
４
回
定
例
会
運
営
に
つ
い
て

　

①
一
般
質
問
の
提
出
状
況
及
び

　
　

概
要
説
明

　

②
議
案
等
の
提
出
状
況
及
び
概

　
　

要
説
明

　

③
議
案
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

④
会
期
及
び
議
事
日
程
に
つ
い

　
　

て

◎
議
会
活
性
化
に
つ
い
て

　

①
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載

　
　

内
容
に
つ
い
て

■
12
月
15
日

◎
第
４
回
定
例
会
運
営
に
つ
い
て

　

①
追
加
議
案
等
の
提
出
状
況
及

　
　

び
概
要
説
明

　

②
議
案
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

③
議
事
日
程
に
つ
い
て

◎
議
会
活
性
化
に
つ
い
て

　

①
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載

　
　

内
容
に
つ
い
て

議
会
活
性
化
に
向
け

議
論
を
進
め
る

■
11
月
14
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

①
議
会
だ
よ
り
１
０
９
号
の
発

　
　

行
に
つ
い
て

■
１
月
20
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

①
議
会
だ
よ
り
１
０
９
号
の
発

　
　

行
に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り

１
０
９
号
を
編
集

議
会
活
性
化
に
つ
い
て

全
員
で
協
議

議
会
広
報

特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

■
11
月
24
日

◎
協
議
事
項

　

①
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

　
　

及
び
公
共
施
設
等
総
合
管
理

　
　

計
画
実
施
計
画
に
つ
い
て

　

②
議
会
活
性
化
に
つ
い
て

　

③
平
成
29
年
度
委
員
会
道
内
行

　
　

政
調
査
に
つ
い
て

　

④
平
成
28
年
度
委
員
会
道
内
行

　
　

政
調
査
報
告
書
に
つ
い
て

■
12
月
15
日

◎
協
議
事
項

　

①
議
会
活
性
化
に
つ
い
て

　

・
一
般
質
問
の
あ
り
方
に
つ
い

　
　

て

■
１
月
20
日

◎
協
議
事
項

　

①
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

　

・
視
察
研
修
に
つ
い
て

　

・
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
た
議
会

運
営
委
員
会
及
び
全
員
協
議
会
で

は
、
議
会
活
性
化
に
向
け
た
協
議

を
進
め
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
の
制
限
時
間
に
つ

い
て
は
、
従
来
通
り
45
分
と
し
ま

す
が
、
継
続
し
て
協
議
し
ま
す
。

　

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情

報
発
信
に
つ
い
て
は
、
掲
載
内
容

を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

議
場
中
継
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
協
議
し
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
近
隣
町
へ
の
研
修
な
ど
を

行
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
活
性
化
の

取
り
組
み
進
む

議
会
運
営
委
員
会

「
議
会
基
本
条
例
」

　

地
方
議
会
の
運
営
を
ど
の
よ

う
に
行
う
か
を
定
め
た
条
例
。

北
海
道
栗
山
町
が
平
成
18
年
５

月
18
日
に
施
行
し
た
の
が
最
初

と
言
わ
れ
て
い
る
。

19

　　・浜中町議会が視察来町

　　・傍聴者からの声

　

10
月
17
日
、
釧
路
管
内
浜
中
町

議
会
の
社
会
文
教
常
任
委
員
ら
９

名
が
来
町
し
、
町
立
診
療
所
の
運

営
等
に
つ
い
て
、
議
長
、
佐
藤

町
立
診
療
所
に
関
す
る
特
別
委
員

長
、
副
町
長
、
保
健
福
祉
課
長
な

ど
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

地
域
に
根
差
し
た
医
療
体
制
構

築
の
た
め
、
指
定
管
理
者
に
よ
る

診
療
所
運
営
の
実
態
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
の
施

設
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

 

浜
中
町
議
会
が

　
　

 

視
察
来
町

議会ニュース議会ニュース

町
立
診
療
所
の

運
営
に
つ
い
て
学
ぶ

　

こ
の
度
、
初
め
て
議
会
を
傍
聴

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

自
分
が
過
去
に
商
工
会
青
年
部

長
を
や
っ
て
い
た
時
か
ら
、
傍
聴

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
き
っ
か
け
が
な
く
、
平
日
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
し
て
ど
こ

か
敷
居
が
高
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
傍
聴
に
行
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
は
、
我
々
世
代
の
議
員
の

議
会
初
質
問
が
あ
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
仲
間
う
ち
か
ら
何
人
か

行
く
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
、
い
い
き
っ
か
け
だ
と
思
い
傍

聴
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

最
初
は
と
て
も
足
取
り
が
重

か
っ
た
の
で
す
が
、
議
場
の
前
に

女
性
の
職
員
が
い
て
丁
寧
に
案
内

し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
最
初
か
ら

最
後
ま
で
聞
か
な
き
ゃ
い
け
な
い

の
か
と
思
っ
た
ら
、
途
中
で
入
退

室
が
で
き
た
り
、
休
憩
時
間
も
あ

る
の
で
１
日
全
部
時
間
を
空
け
な

く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
議
員
が
議
題
に
あ

げ
た
の
は
、
①
若
年
者
（
単
身
者
）

へ
の
住
居
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

と
、
②
町
有
地
・
町
有
建
物
の
活

用
に
つ
い
て
で
し
た
。

　

①
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
佐
呂

間
で
働
く
若
い
世
代
の
人
間
の
住

宅
環
境
が
充
実
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
と
、
空
き
家
対
策
と
し
て

リ
フ
ォ
ー
ム
の
み
に
限
定
さ
れ
て

い
る
助
成
を
中
古
住
宅
購
入
ま
で

拡
充
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
の
町
長
の
答
弁

は
、
「
公
営
住
宅
に
も
空
き
が
あ

り
、
民
間
ア
パ
ー
ト
に
も
空
き
が

あ
る
状
況
で
、
新
築
ア
パ
ー
ト
に

助
成
を
し
た
り
す
る
の
は
、
民
間

ア
パ
ー
ト
の
経
営
を
圧
迫
す
る
恐

れ
も
あ
る
の
で
考
え
て
い
な
い
」

「
中
古
住
宅
購
入
の
助
成
は
な
い

が
、
５
年
間
の
居
住
が
確
約
で
き

れ
ば
改
修
に
対
し
て
の
補
助
は
あ

る
の
で
そ
ち
ら
を
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
、
下
調
べ
を
し
た
デ
ー
タ

宮
前
町　

面 

昌
利
さ
ん

に
基
づ
き
、
理
路
整
然
と
答
弁
し

て
い
ま
し
た
。

　

②
の
質
問
に
対
し
て
は
、
市
街

地
に
数
カ
所
あ
る
土
地
の
有
効
活

用
を
訴
え
ま
し
た
が
、
そ
ち
ら
は

売
却
を
検
討
し
て
い
る
な
ど
前
向

き
な
回
答
を
得
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
の
質
問
に
し
て
も
、
若

い
世
代
に
も
目
を
向
け
た
責
任
世

代
の
代
表
と
し
て
の
視
点
か
ら
議

題
を
取
り
上
げ
、
行
政
側
か
ら
の

答
弁
を
聞
い
て
さ
ら
に
切
り
替
え

し
て
質
問
す
る
な
ど
、
見
て
い
て

心
強
か
っ
た
で
す
。

　

仕
事
の
都
合
で
全
部
は
傍
聴
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
機
会
が
あ

れ
ば
ま
た
で
き
る
だ
け
時
間
を
作

り
傍
聴
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
提
案
な
の
で
す
が
、
議

会
の
開
催
日
を
平
日
で
は
な
く
週

末
に
し
た
り
、
平
日
で
も
夜
間
に

開
催
を
す
る
な
ど
し
て
頂
け
れ

ば
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
が
気
軽

に
傍
聴
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

我
々
世
代
の
議
員
に

心
強
さ
を
感
じ
る

　

・
イ
ワ
シ
ュ
ケ
コ
マ
ナ
イ
川
災

　
　

害
復
旧
工
事

　

・
佐
藤
の
沢
川
災
害
復
旧
工
事

■
12
月
14
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

①
大
雨
災
害
に
関
す
る
意
見
書

　
　

の
提
出
に
つ
い
て


